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知
財
の
大
切
さ
を
身
に
し
み
て
経
験

戸
田
　
入
社
以
来
、電
力
シ
ス
テ
ム

事
業
に
従
事
さ
れ
、い
ろ
い
ろ
発
電

機
の
発
明
を
さ
れ
た
と
お
聞
き
し

て
い
ま
す
が
、発
明
を
生
み
出
す
時

の
ご
苦
労
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

柵
山
　
1
9
7
7
年
に
三
菱
電
機

に
入
社
し
て
最
初
に
配
属
さ
れ
た

の
が
大
型
発
電
機
の
設
計
開
発
部

門
で
し
た
。
当
時
、海
外
メ
ー
カ
ー

と
技
術
提
携
を
し
て
お
り
、さ
ら
に

そ
の
先
を
行
く
自
主
技
術
を
開
発

し
て
技
術
的
に
自
立
す
る
こ
と
が

非
常
に
大
き
な
経
営
課
題
だ
っ
た

時
代
で
す
。
そ
の
経
営
課
題
の
実
現

に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
み

を
す
る
中
で
、将
来
技
術
に
関
す
る

特
許
を
1
0
0
件
ほ
ど
、出
願
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、技
術
提
携
先
と
の

知
財
契
約
の
更
新
に
関
与
す
る
機

会
も
あ
り
、そ
の
大
切
さ
を
身
に
し

み
て
感
じ
ま
し
た
。

戸
田
　
先
を
見
越
し
て
特
許
を
書

く
秘
訣
や
コ
ツ
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

柵
山
　
実
物
大
の
モ
デ
ル
を
作
り

な
が
ら
特
許
を
書
き
ま
し
た
。
当
時
、

先
輩
か
ら「
自
分
た
ち
の
考
え
た
モ

デ
ル
だ
け
を
特
許
で
出
願
す
る
の

で
は
な
く
、そ
れ
を
実
現
す
る
他
の

方
法
も
全
部
出
願
し
な
い
と
意
味

が
な
い
」と
言
わ
れ
て
、特
許
網
と

い
う
考
え
方
を
か
な
り
教
育
さ
れ

ま
し
た
。

知
財
は
経
営
の
基
盤

戸
田
　
そ
う
し
た
ご
経
験
が
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

経
営
者
と
し
て
三
菱
電
機
の
知
財

を
ど
の
よ
う
に
事
業
に
活
か
し
て

い
く
の
か
、お
聞
か
せ
下
さ
い
。

柵
山
　
知
財
は
経
営
の
ベ
ー
ス
、

根
っ
こ
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
定
着

し
て
お
り
、足
元
の
景
気
の
変
動
に

影
響
さ
れ
ず
、出
願
件
数
は
絶
対
落

と
さ
な
い
と
い
う
方
針
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
新
卒
者
の
採
用
数
や
研

究
開
発
の
投
資
額
も
同
様
で
す
。

戸
田
　
御
社
は
、基
礎
的
な
技
術
か

ら
応
用
ま
で
、い
ろ
い
ろ
な
技
術
領

域
を
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
が
、技

術
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
、こ

れ
は
自
前
で
育
て
、そ
れ
以
外
は

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

お
考
え
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

柵
山
　
開
発
に
関
し
て
言
え
ば
、共

通
技
術
、将
来
技
術
、そ
れ
か
ら
直

ぐ
に
使
う
技
術
、と
あ
る
程
度
区
別

し
て
目
安
を
つ
け
な
が
ら
費
用
を

投
入
し
て
い
ま
す
。
将
来
技
術
で
最

近
花
開
い
た
の
が
、電
力
を
制
御
す

る「
S
i
C
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
」で
す
。

20
年
位
前
か
ら
、も
の
に
な
ら
な
い

と
言
わ
れ
続
け
な
が
ら
も
開
発
を

続
け
、今
で
は
都
内
を
走
っ
て
い
る

J
R
山
手
線
等
で
沢
山
お
使
い
頂
い

て
い
ま
す
。
次
の
S
i
C
パ
ワ
―
デ

バ
イ
ス
の
よ
う
な
技
術
を
今
、自
前

で
育
て
て
作
り
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
ず
っ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

戸
田
　
展
開
し
た
鉄
芯
に
巻
線
し

て
か
ら
丸
め
る
高
効
率
な「
ポ
キ

ポ
キ
モ
ー
タ
」の
開
発
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
へ
の
注
力
な
ど
、基
盤
の
と
こ

ろ
か
ら
将
来
ま
で
読
み
解
く
力
は
、

人
材
育
成
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

柵
山
　
そ
れ
は
人
材
育
成
と
い
う

よ
り
も
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
を
見
た
と
き
に
、こ
れ
は

成
熟
技
術
だ
か
ら
海
外
の
人
件
費
が

安
い
と
こ
ろ
へ
出
す
べ
き
と
考
え
る

の
か
、い
や
、や
は
り
社
内
で
し
っ
か

り
と
開
発
す
べ
き
と
考
え
る
か
で
す
。

2
0
3
0
年
を
見
据
え
た
知
財
戦
略

戸
田
　
日
本
知
的
財
産
協
会
の
総

会
で
、知
財
を
積
極
的
に
経
営
戦
略

に
取
り
入
れ
る
べ
き
と
伺
い
ま
し
た
。

柵
山
　
強
い
製
品
を
作
れ
ば
よ
い

時
代
は
終
わ
り
つ
つ
あ
り
、そ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な
価
値
を

作
る
、そ
う
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
つ
く
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府

の
知
的
財
産
推
進
計
画
の
よ
う
な

2
0
3
0
年
を
見
据
え
た
知
財
戦

略
を
我
々
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。J
I
P
A
は
非

常
に
多
く
の
企
業
、幅
広
い
業
種
の

集
ま
り
な
の
で
、2
0
3
0
年
の
知

財
戦
略
に
向
け
た
意
見
を
う
ま
く

集
約
し
、業
界
代
表
と
し
て
提
言
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
材
育
成
と
J
I
P
A
へ
の
期
待

戸
田
　
知
財
部
門
は
、ど
う
し
て
も

現
場
目
線
に
な
っ
て
し
ま
い
、も
っ

と
将
来
を
見
据
え
た
上
で
今
、何
を

や
る
べ
き
な
の
か
を
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

柵
山
　
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
考
え
る
時
代
に
入
っ
て
き
て
い

る
中
で
、知
財
を
経
営
的
な
視
点
か

ら
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
J
I
P
A
で
は
人
材
育
成
に
関

す
る
非
常
に
幅
広
い
研
修
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、経
営
的
な
視
点

を
入
れ
な
が
ら
さ
ら
に
進
め
て
い
け

れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

戸
田
　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
経

営
目
線
と
か
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
学
ぶ
み
た
い
な
も
の
も
ど

ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
長
の
お
言

葉
に
大
変
、共
感
す
る
次
第
で
す
。

　
J
I
P
A
に
対
し
て
何
か
期
待

す
る
こ
と
、提
言
が
あ
れ
ば
、お
聞

か
せ
下
さ
い
。

柵
山
　
J
I
P
A
は
非
常
に
幅
広

い
企
業
の
集
ま
り
で
あ
り
、し
か
も

そ
こ
に
本
来
壁
は
な
い
は
ず
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
融
合
や
共
感
を
生
み

出
す
交
流
の
場
に
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

知財は経営の揺るぎない基盤。
新たなビジネスモデルが必要な時代に
知財にも経営的視点を取り入れ貢献
柵山 正樹 Masaki Sakuyama （写真右）
日本知的財産協会  会長／三菱電機株式会社  取締役会長

戸田 裕二 Yuji Toda （写真左）
日本知的財産協会  理事長／株式会社日立製作所  理事  知的財産本部長
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自
ら
特
許
を
1
0
0
件
出
願
し
た
経
験
に
基
づ
き

長
期
的
視
野
で
知
財
経
営
を
体
現
し
て
い
る
柵
山
会
長
に

戸
田
理
事
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
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日産自動車の取り組み
　日産自動車は、クルマでの移動をより安
全に、よりスマートに、より楽しいものとす
ることを宣言し、走行中のCO2排出をゼロ
にする「ゼロ・エミッション」と、弊社の製
品がかかわる交通事故の死亡者を実質ゼ
ロにする「ゼロ・フェイタリティ」の達成を
最終目標と定め、企業活動を推進してい
ます。具体的には、「Nissan Intelligent 
Mobility」というコンセプトの下、「もっと
自信を持てるドライビングを」（Nissan 
Intelligent Driving）、「もっと走りの快感
を」（Nissan Intelligent Power）、「もっ
と繋がる便利さを」（Nissan Intelligent 
Integration）の3つの要素によって、お客
様にワクワクするような体験を提供します。

Nissan Intelligent Driving
　日産自動車は、「ゼロ・フェイタリティ」の
実現のため、長年に渡り自動運転技術の
開発を推進し、その集大成として2016年
に、「プロパイロット」を搭載した「セレナ」
の販売を開始しました。高速道路の同一
車線内を走行している時は、ステアリング

（ハンドル）、アクセル、ブレーキが自動で
制御されるため、渋滞やロングドライブで
のドライバーのストレスが大幅に軽減され
ます。
　さらに、今年9月発売の新型「スカイライ
ン」に搭載された「プロパイロット2.0」で
は、高精度地図データと360度周囲セン

シング、インテリジェントインターフェイス
によって、同一車線内のハンズオフ（ハン
ドルから両手を離した状態）が可能となり
ました。また、前方車の速度に応じてシス
テムが追い越しを提案し、ドライバーはハ
ンドルに手を添えスイッチを押すだけで車
線変更を行うことができます。

Nissan Intelligent Power
　電気自動車（EV）は、環境に優しい「ゼ
ロ・エミッション」であるだけでなく、驚くほ
どの静寂性を持ちながら、パワフルで滑ら
かな加速を味わうことができます。「日産
リーフ」（LEAF）は、日本だけでなく海外
でも数多くのお客様に使われている量産
型EVとなっています。
　 また 、弊 社 独 自 の パ ワ ートレ イン

「e-POWER」は、100%モーター駆動の
スムーズさ、力強さと、トップレベルの燃費
を両立する技術であり、「ノート」「セレナ」
に搭載されています。

Nissan Intelligent Integration
　クルマがより便利になるように、さらに
広く社会とコネクトすることで、新しい可
能性を広げていきます。例えば「LEAF to 

Home」による電力料金の節約、非常時の
バックアップ電源としての活用や、高度な
ナビゲーション、予防メンテナンス、無線
ネットワークによるアップデート等を通じた
ドライビングエクスペリエンスの改善に取
り組んでいます。

知的財産の取り組み
　自動車業界は、「CASE（Connected, 
Autonomous, Shared mobil i ty, 
Electrification）」のキーワードに象徴さ
れるように、大変革の時代を迎えています。
特に「つながるクルマ」や「シェアリング・エ
コノミー」が、業種を超えたプレーヤーの参
入と新たなサービスの提供を拡大させてい
ます。知的財産の面でも、「日産らしさ」を
象徴する技術やブランドの保護・活用に加
え、標準必須特許や新しいサービス分野に
おける課題への対応が求められています。
その意味では、業種を超えて知的財産制
度の改良や研究に取り組めるJIPAの存在
は大きな支えになっていますし、弊社として
も協力していきたいと思っています。

　日産自動車は、「人々の生活を豊かに」というビジョンの下、独自性にあふれ、革新的なクルマやサービスを
お客様にお届けし、皆様にその価値を認めて頂くことを使命としています。1933年の創業以来、「人のここ
ろまでも動かすクルマをつくりたい」という理想を追い求め、不可能に挑んできました。その絶え間ない挑
戦の連続が今日の「技術の日産」を作り上げ、日本初、世界初の技術を数多く世の中に送り出す原動力になっ
ています。クルマが普及し、多くの人が利便性や運転する楽しさを享受していますが、一方で、環境問題や交
通事故等、多くの課題に直面している現実もあります。日産自動車は、世界をリードする自動車メーカーと
して、常に革新的な技術を提供し、「持続可能なモビリティ社会の実現」に貢献していきます。

わが社のこだわり

ぶっちぎれ 技術の日産！

別宮 智徳 Tomonori Bekku
日本知的財産協会  副理事長
日産自動車株式会社  知的財産部  部長

［ 日産自動車株式会社 ］
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　みなさん、中国・四国・九州地区協議
会をご存知ですか？　当協議会の歴史
は浅く、2012年度のプレ協議会を経て、
2013年度に発足し、今年度でようやく
7年目を迎えました。会員数は現在46社
です。関東・関西に比べ、知財セミナーや
交流が少ないこの地域の会員のために、
会員間の情報交換・人材交流の促進によ
り知財活動の活性化を図ること、JIPA活
動を地方にも浸透させてそのブランド価
値をさらに向上させることを目的として、
活動を開始しました。
　主な活動は、年3回の本会合と臨時会
合の開催です。気軽に参加できるよう参
加費は無料（懇親会費のみ）としています。
そのため、会員企業に会場提供や工場見
学をお願いするなど、相互に協力して運
営しています。会合は、広島・福岡がメイ
ンですが、年に1回はそれ以外の県でも
開催しています。昨年度は、島根（ジェ
イ・エム・エス）、徳島（大塚製薬工場）と2
回開催しました。会合には地域の発明協

会会員の参加も認めており、JIPA新規入
会のきっかけ作りという役割も果たして
います。
　本会合では、工場見学、知財トピック
スの紹介、特別講演会を行い、企業・大学
などから知財専門家を講師に迎え、タイ
ムリーな話題を提供しています。臨時会
合では、専門委員会を招き、部会レベル
の報告を聞く機会を提供しています。当
協議会の特徴は、講演に関連したテーマ
を設定し、グループディスカッションを
行っていることです。参加者からは、他
社の取り組みが参考になった、より理解
が深まったなどと大変好評です。また、
打ち解けた雰囲気のまま懇親会が始ま
るため、いつも盛り上がっています。今
年度は、7月12日に第1回会合を広島（コ

ベルコ建機）で開催し、次回は10月4日に
鹿児島（京セラ）での開催です。活動をさ
らに活性化させるべく、先んじて活動さ
れている東海地区協議会に合同開催を
提案したところ、ご快諾いただきました。
初の試みとなる合同協議会は今年度後
半に開催予定です。
　また、当協議会の大きな活動成果とし
て、広島・福岡・北九州地区でのサテライ
ト研修の実現があります。業務多忙の中
でも東京・大阪に出向くことなく受講・質
疑応答も可能なサテライト研修を提言
し、関西事務所の絶大なご尽力と本部の
ご理解により、試行段階を経て、正式に
スタートできました。現在も幹事企業を
中心に研修運営に協力しています。
　当協議会の会員資格は、中国・四国・九
州地区に知財部門あるいは知財を創出
する研究所・工場などがあることだけで
す。本社が3地区以外でも、事業所が地
区内であれば入会できますので、これを
機会にぜひご入会ください。

ZOOM UP
中国・四国・九州地区協議会
福原  洋地 日本知的財産協会 中国・四国・九州地区協議会 幹事
Yoji Fukuhara 中国電力株式会社 エネルギア総合研究所 知財企画法務グループマネージャー

地域の活性化・JIPA活動の浸透に向けた取り組みを進化！

海外研修の紹介
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　人材育成委員会では、来年度の海外研修として、欧州（F04）
研修とインド（F06）研修開催を予定しています。
　昨今、英国のEU離脱が世界経済に与える影響が話題になって
おりますが、欧州研修ではロンドンとミュンヘンに一週間ずつ滞在
し、知財動向も含め現地専門家の意見を聞ける機会となります。
また、インド研修ではニューデリーに一週間滞在し、インド知財政
府機関などを訪問します。インドの国情やビジネス状況を垣間
見る機会となります。両研修とも、
現地企業と知財戦略の意見交換
を予定しており、知財リテラシー
向上を目指します。11/20より
応募開始となりますので、皆様の
ご参加をお待ちしております。

表紙の写真は…
「 紅 葉フレームと賑う白 川 郷 」

株式会社ソシオネクスト 知財法務統括部
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　紅葉に色づく世界遺産白川郷は、岐阜県の山奥にもかかわら
ず年間150万人が訪れる国内外に知られた観光地です。県と
村が連携して白川郷ブランドの宣伝活動、新たな観光資源の発
掘、環境整備を進めてきた努力により、驚愕の集客力を生み出
しています。合掌造りは豪雪地帯の白川郷にとって適した建物
構造で、風向きを考慮して南北（写真の上下方向）に面して建
てられています。屋根裏は養蚕業の作業場として使われていま
した。金沢からバスで１時間程度のアクセスの良さ。この秋、足
を運んでみてはいかがでしょうか。

本誌では、季節感があり、技術、特許、知財に関連がある表紙写真を募集してい
ます。写真と説明文を会誌広報グループkikansi@jipa.or.jp宛てにお送りくだ
さい。また、取り上げて欲しいテーマがあれば、お気軽にご連絡ください。




